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成牛換算１頭当たり面積 → ０．８５ha ゆとりある面積 → 宗谷の強み
（ 宗谷０．９９ha 、 釧路０．７１ha 、 根室０．６６ha ）

守谷牧場 経営概要

８５ha

３人（経営主 ＋ 従業員 妻と母 ）

経産牛 ７５頭 育成牛５５頭（うち預託２２頭）



放牧地 １２ ha

１番草後
兼用地

７ ha
８５
ha ２番草後

兼用地
０～１３ ha 多

採草地
５３～６６
ha

１・２番草の
サイレージ確保量

少

経営の柱は労働・草地・頭数のバランス！！

３番草放牧

３番草採草

牧草で搾る！
乳飼比２２％達成！



牧場のレイアウト

フリーストール牛舎

アブレストパーラー
＋ほ育牛・患畜牛舎

育成乾乳舎

ラグーン

放牧地

堆肥舎



守谷牧場の年表

H１０年 3代目として就農

H１５年 結婚

H１８年 父が急死、労働力不足に陥る

H１９年 規模縮小するが、赤字経営へ

H２０年 規模回復。育成舎を建設

H２１年 ＦＳ牛舎建設

Ｈ２３年 旧住宅を従業員宿舎へ改修

Ｈ２４年 従業員採用開始（１年雇用）

Ｈ２５～２９年 新規学卒者採用開始（各１年、５名雇用）

雇用の確保へ
規模拡大

母がすごく大変そう
子どものおむつを
替えた覚えがない



ＦＳ放牧スタイルに至った経緯



ＦＳ放牧スタイルの効果

・ストレス軽減、蹄病予防、日光浴
・サイレージ調製量が少なくてすむ
・放牧草利用でコスト低減
・牛舎の管理作業が半減、牛舎が乾燥しクリーン

・搾乳作業、給餌作業の省力化
・省力化により規模拡大が可能
・スラリーの活用で化成肥料が減少

ゆとり
＆
もうけ

何より放牧時の牛の出し入れが楽!!



ＦＳ放牧スタイルの効果

乾いた通路 クリーンな飼槽

〇除糞
・舎飼期２回
・放牧期１回

〇敷料の追加
・舎飼期 ５日間隔
・放牧期１０日間隔 〇ＴＭＲ給餌

・舎飼期２回
・放牧期１回

ツーロウ(40頭×2列)

・牛舎作業が半減
・牛舎が乾燥してクリーン



放牧地の利用状況

〇放牧地の大牧区化 → 管理作業を楽にするため！
１牧区（兼用地含めて２牧区）
＊繋ぎ牛舎の時は７牧区の輪換放牧 → 徐々に牧区を広げる

特に大きな差が観られなかった



放牧

５月２５日 → ６月２２日 → ７月８日

*オーチャードグラス、ペレニアルライグラス、白クローバを播種
*不食草は目立たない



放牧 前肢と後肢と蹄 → これも放牧の効果



兼用地 １牧区 7ha

６月２２日 １番草刈高

→ ７月１１日 兼用地で放牧
・残渣が混入しない
・２番草の伸びも良い

放牧地 兼用地１週間
交替



施肥は合理的でシンプルに ・スラリーの有無で加里増減
・リン酸減らし、毎年ライムケーキ

雑草化しないために施肥は不可欠！

毎年、
ライムケーキを
１００kg／10a

まんべんなく散布



施肥 スラリー（液状・セミソリッド）使い分け

〇春先と１番草後の施肥 → スカム下の液体をポンプアップ → 原料草の付着を防止
〇晩秋の施肥 → ラグーンに浮かぶスカムも一緒にスカベンジャーで散布

底の液を

ポンプ
アップ



施肥の状況

７月８日 １番草収穫後のスラリー散布 ７月８日 １番草収穫後の化成肥料散布

スラリーの活用で化成肥料を減少



収穫作業の状況

・４戸ともオーチャードグラス導入
（チモシーにこだわらない）
・収穫順番はローテーション
・収穫の目安
１番草 6/15～6/末
２番草 8/5～8/12（約50日間隔）
３番草 9/20～（約45日間隔）※３番草収穫しない農場も参加）
・天候の影響と品質安定を考えギ酸を添加

稼働力を活かしてスピーディに



収穫 ４戸共同 (H28の１番草は6/14～7/1)

モアコン ３台 レーキ ２台 ハーベスタ １台

ダンプ ２台 タイヤショベル １台 バンカーサイロ １日で終了



収穫作業の状況

・収穫の目安
細断サイレージ終了後（7/上旬～中旬)
泥炭土壌
２回刈り

・リードカナリーグラス主体 ・チモシー主体

敷料 育成牛の飼料



草地更新の状況

・高台の草地(泥炭地以外)を中心に実施

・3-4ha/年のペースで自力更新

・育成乾乳牛の堆肥を主に散布

・プラウ→ディスク→石灰→ロータリー

→ローラー→播種→ローラーの手順

※ 泥炭土壌には手をかけない



維持段階での雑草の状況

・２－３年目くらいにギシギシは発生する

→その後減少

・適正な肥料で雑草コントロールは可能

→マメ科の持ちが違う

・共同による適期内での収穫も草地維持につな

がっている



給餌 ＴＭＲはシンプル メニューを徐々に減らして現在に至る

■２番草は春・秋に給与（１番草：２番草＝50:50) 約４ヶ月 ■３番草は必ず１番草とセットで給与（３月以降）

放牧草の変化
草量を先取り
（イメージ）して
給与メニュー
を変更

牛の変化
早く戻ってくる、
乳成分、糞形状、

毛づや等を目安
に微調整



給餌 粗飼料主体が基本

放牧期における１日の乾物
摂取量に占める粗飼料割合
は６０％以上

乳飼比２０％程度を実現



給餌 粗飼料主体が基本

＊放牧期の乾物摂取量を22.5kgとして放牧草採食量を推定

・４戸共同で最後の収穫順番でも濃厚飼料は増やさない。
・粗飼料主体の１群管理で飛び出し乳量を抑え

泌乳の持続性を保つことが大切。
・牛に無理をさせず、繁殖や健康を重視。

乳飼比２０％



労働 シンプルな管理作業で省力化



労働 シンプルな管理作業で省力化

シンプルな作業の組立
最初は複雑 → 少しずつ状況を観ながら削ぎ落とす →
シンプルなので頭にインプット → 状況判断と対応が楽



成果 規模拡大後も良い状態を継続
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地域酪農における人材育成の取り組み

〇研修生の受け入れと育成
・ 常時１名を１年契約で受け入れ
・ 過去４名の従業員のうち、４名が猿払村のヘルパーとして活躍中
・ 基幹産業の役割として他産業と同等の労働環境を整備
・ 学生の中にいる「酪農をやりたい」という人たちにチャンスを！
→実務経験の機会を与えることが重要(研修牧場がない宗谷では
個人牧場で）
○研修会の講師
北海道農業士として研修会講師を引き受け、生産技術の
普及に取り組んでいる

地域コミュニティーを守ることにつながる



ご静聴ありがとうごいました。


